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地方空港におけるインバウンドの概況
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訪日外国人旅行者数の推移
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注) 2015年の値は確定値、2016年1～10月の値は暫定値、2016年11月～12月の値は推計値、％は対前年(2015年)同月比
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万人

出典：ＪＮＴＯ（日本政府観光局）

1月：185.2万人 (52.0％増）

2月：189.1万人 (36.4％増）

2403.9万人
(21.8%増)

3月：201.0万人 (31.7％増）

4月：208.2万人 (18.0％増）

5月：189.4万人 (15.3％増）

6月：198.6万人 (23.9％増）

7月：229.7万人 (19.7％増）

8月：204.9万人 (12.8％増）

9月：191.8万人 (19.0％増）

10月：213.6万人 (16.8％増）

11月：187.5万人 (13.8％増）

12月：205.1万人 (15.6％増）
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空港別のシェア・伸び率（2016年）

空港別シェア（2016年：2,262万人） 空港別伸び率（対前年同期比）

羽田 14.4%

成田 30.2%

関西 26.9%

中部 5.4%

新千歳 5.1%

福岡 7.2%

那覇 6.0%

その他空港
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〇空港からの入国外国人のうち、
・首都圏空港（羽田、成田）で約45％、
・三大都市圏空港（首都圏＋関空、中部）で約8割、
・主要７空港（三大都市圏＋新千歳、福岡、那覇）で約95％ のシェア。
〇主要７空港はいずれも10～30％の伸びを記録したが、前年に比べ、伸び率は低下。

（出典）法務省「出入国管理統計」より航空局作成（ 2016年12月分は速報値）
※なお、出入国管理統計の数値はJNTO公表の「訪日外客数」とは集計方法が異なる為一致しない。 2



入国外国人数 空港別割合（2006年・2010年・2016年）

2006年
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〇インバウンドが拡大するなかで、関西空港及び羽田空港のシェアが大きく拡大。
〇地方空港のシェアは、インバウンドが拡大するこの１０年で、わずかながら低下。
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約2,262万人約875万人成田
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約761万人

※地方空港＝主要７空港（羽田、成田、関空、中部、新千歳、福岡、那覇）を除く空港

（出典）法務省「出入国管理統計」より航空局作成（ 2016年12月分は速報値）
※なお、出入国管理統計の数値はJNTO公表の「訪日外客数」とは集計方法が異なる為一致しない。 3



地方空港（※）の入国外国人数（推移）

（参考）国際定期便の就航状況 ※期首ベース
2016年夏期：２３４便（前年同期比113.5％） 2016年冬期：２２３便（前年同期比96.6％）

※地方空港＝主要７空港（羽田、成田、関空、中部、新千歳、福岡、那覇）を除く空港

地方空港の入国外国人数（推移）

〇地方空港の入国外国人数は２０１２年～１５年の３年間で約２．４倍。
〇一方、２０１６年は２０１５年までの増加が一服し、伸び率は横ばい。

（出典）法務省「出入国管理統計」より航空局作成（ 2016年12月分は速報値）
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地方空港の入国外国人数（市場別動向）

2016年1-11月

中国
33%

台湾
31%
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〇地方空港は、東アジア４市場（中国、台湾、香港、韓国）からの外国人が約95％。
〇近年は、韓国のシェアが低下し、香港のシェアが拡大。

約100万人
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約46万人

（出典）法務省「出入国管理統計」より航空局作成（2016年については、1～11月分を集計。）
※なお、出入国管理統計の数値はJNTO公表の「訪日外客数」とは集計方法が異なる為一致しない。 5



地方空港における国際定期旅客便（2016年冬）

ソウル：７便 香港：２便 台北：３便 上海：７便

高雄：２便

熊本空港

ソウル：５便 香港：３便 台北：７便
上海：７便 大連：４便
上海・成都：７便 大連・北京：４便

広島空港（７都市３７便）

ソウル：３便 香港：９便 台北：４便 上海：２便

ソウル：３便 台北：７便
上海：４便

小松空港（３都市１４便）

ソウル：３便 香港：２便

米子空港（２都市５便）

ソウル：３便 ハルビン：３便
上海：２便

新潟空港（３都市８便）

ソウル：７便 台北：１１便 上海：２便
グアム：２便 上海：北京：２便

仙台空港（５都市２４便）

ソウル：３便 香港：２便 台北：２便

宮崎空港（３都市７便）
ソウル：５便 香港：４便
台北：６便 上海：４便

高松空港（４都市１９便）

2016年冬期スケジュール当初の定期旅客便数。
便数は週当たりの往復便数。就航都市数には経由地も含む。
（10月30日～11月5日の時刻表をもとに航空局作成）

ソウル：４便 上海：２便

ソウル：４便

大分空港

台北：２便 上海：４便

旭川空港（２都市６便）

大連：２便

北九州空港

上海：６便

ソウル：３便 台北：２便
上海：２便 大連：２便

富山空港（４都市９便）

ソウル：３便 上海：３便

佐賀空港（２都市６便）

台北：９便 天津：２便

函館空港（２都市１１便）

ソウル：５便 台北：４便 杭州：４便 上海：７便
寧波：２便 上海・武漢：７便

静岡空港（６都市２９便）

上海：２便

松山空港

岡山空港（４都市１９便）

ソウル：４９便 釜山：６便 香港：２１便
高雄：２便 台中：２便 台北：４９便
杭州：４便 上海：２１便 天津：２便
南京：５便 北京：４便

那覇空港（１１都市１６５便）

長崎空港（２都市６便）

香港：２便

新石垣空港

茨城空港

鹿児島空港（４都市１８便）

ソウル：３便

青森空港
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地方空港の入国外国人数（空港別・推移）
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出典）法務省「出入国管理統計」より、航空局作成
注）地方空港のうち、2016年の入国外国人数1000人以上の空港を対象

〇空港別の入国外国人数は、一部減少に転じる年がありつつ、いずれの空港も増加基調。
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空港利用者（国内＋国際）に占める入国外国人（2016年）
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空港別入国外国人数と旅客数（国内＋国際）に占める割合

（2016年）
入国外国人数

旅客数（国際＋国内）に占めるインバウンド割合

出典）航空局「空港管理状況調書」及び法務省「出入国管理統計」より、航空局作成
注）地方空港のうち、2016年の入国外国人数1000人以上の空港を対象
注）インバウンド割合は異なる統計の組み合わせのため、便宜的な算出値にすぎない。

〇空港利用者全体に占めるインバウンド割合は空港によって異なる。
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地方空港別の入国外国人数（国別・2016年）
〇入国外国人数の多い地方空港では中国・台湾からの入国者数が多い
〇韓国からの入国者数はばらつきが少ない一方、香港からの入国は西日本に地理的偏りがある

（出典）法務省「出入国管理統計」より航空局作成（ 2016年1～11月分）
※なお、出入国管理統計の数値はJNTO公表の「訪日外客数」とは集計方法が異なる為一致しない。
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